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9月「醒睡笑」（せいすいしょう）と饅頭

『醒睡笑』とは「眠りを醒（さ）ます笑い」という意味。題名そのままに本書は笑話集で、落語のネタ本としても知

られています。編纂したのは浄土宗の僧、安楽庵策伝（あんらくあんさくでん・1554～ 1642）。序文によると策

伝は、隠居の身の70才にして、子供の頃から書き留めていた笑い話を8巻にまとめてみたそうです。今回は、

巻5の「人はそだち」に見える饅頭の話の大筋をご紹介しましょう。

大名の屋敷で能が演じられたときのこと。たくさんの見物人が集まり、

入れない者は塀の外で囃子（はやし）だけを聞いていました。 昼過ぎ、見物席に饅頭が振舞われますが、投げられた

一つが塀の外に落ちてしまいます。

山奥に住む者が見つけ、「天人の卵であろう、あたためて雛をかえそう」と綿に包み、

懐に入れて持ち歩いたところ、幾日もたつと青くなってしまいました。 「恐ろしい卵だ、雛になる前に殺そう」と恐る恐る矢

じりで突き、

見るや「だから言わぬことではない。中に黒い血の塊があるは。」と言ったとか。



饅頭を天人の卵と勘違いし、青かびをふ化の前兆、中身（小豆餡でしょう）を「黒い血」と思うとは奇想天外な

話ですが、400年以上も昔のことですので、その時代背景に興味がわいてきます。

そもそも饅頭は、鎌倉～室町時代に中国に留学した禅僧がもたらした点心（食事と食事の間に採る小食）の

一つ。禅宗寺院から広まったもので、この笑話が語られた戦国～江戸時代初期には、少なからず知られた食

べ物だったと思われます。とはいえ、同書巻７の「舞」に、小豆がたくさん入った「沙(砂)糖饅頭」を高級とする

記述があることなどから、小豆餡の入った甘い饅頭は庶民にとって珍しかったと想像できます。当時、砂糖は

輸入に頼る貴重品で、甘味料として豊富に使えるものではありませんでした。生まれや育ちによっては、饅頭

を食べ物だとすぐにわからない人、一口食べておいしさに大感激する人がいてもおかしくないでしょう。そのよ

うに考えれば、誇張されてはいるものの、先の山奥に住んでいる人の言動もわからないわけではありません。

時代は下って江戸時代の中頃には砂糖の輸入量が増加し、全国各地で甘い小豆餡入りの饅頭が作られるよ

うになっていきます。焼印や色づけにより、さまざまな表情の饅頭も誕生。慶事を祝う「笑顔」や「えくぼ」の名の

饅頭もあることを、策伝和尚に教えてあげたいですね。

参考：鈴木棠三校注『醒睡笑（上）』 岩波書店 1986年

鈴木棠三訳『醒睡笑戦国の笑話』東洋文庫31 平凡社 1988年

本文は、裏千家淡交会会報誌『淡交タイムス』（2016年1月号）に掲載された記事を加筆修正したものです。
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